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あらまし： 「障害者差別解消法」が施行され，それに則って合理的配慮の提供が始まって約４年が経過

している今日，四国大学でも，それぞれの障がいに応じた配慮計画を実施し学修支援の改善が日々なされ

ている．本学では学修支援，特に合理的配慮に関する学生と教職員との連絡手段は，既存の大学ポータル

システム，メール，SNS，対面等の手段を活用しているが，どれがベストなのか，配慮を必要とする学生

に対して Web アンケートを実施した．その結果，ほぼ全員が SNS（LINE）による連絡手段を希望してい

ることが判明した．これを踏まえ，学生にとって慣れている LINE と，忙しい教職員にとって業務負担の

軽減が期待される AI チャットボットを組み合わせた Web アクセシビリティ計画について発表する． 
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1. はじめに 
合理的配慮の提供を継続していく中で，ICT を活

用した障がいを持つ学生の学修参加や教職員とのコ

ミュニケーション方法は多種に渡り(1)，支援の時期

によっても内容が異なってくる．入学時は特定の学

生を対象とするのでなく，全学生に対し平等に学修

支援ができる環境が大切であり，この段階において

学生の様々な相談や質問を教職員が分析することで，

合理的配慮の学生かどうか見極める大切な時期と考

える．また配慮手続きや配慮提供後の相談や質問も

重要であり，継続的なサポートが必要と考えられる．

このようなことから，3 つの段階に則ったコミュニ

ケーション方法を提案する． 
 

2. 3 つの段階 
図１が示すのは，大学入学から卒業するまでの学

修支援，特に合理的配慮を必要とする学生への対応

フローであり(2)，大きく次の 3 つの内容に分類でき

る． 
(a) 匿名性を重視した支援：入学後，心配ごと等の

学生アンケートの結果や学修状況により，質問や相

談を行い，学生の状況により配慮申請を打診する． 
(b) 合理的配慮の手続き：申請の手続き及び配慮

計画に基づいて提供を開始する． 
(c) 配慮提供後の日常的支援：配慮計画実施に伴

う学修相談や教職員からの情報提供，配慮の評価や

見直し，卒業等による配慮提供の中止等も行う． 

 
図１ 支援の 3 つの段階 

 
3. アンケート 
今回，合理的配慮における学生と教職員とのコミ

ュニケーション，例えば，学修支援の相談や質問，

配慮の手続き，配慮提供後の相談等，どのような改

善が求められているのか Web によるアンケート調

査を実施した．  
3.1 結果 
次の表１は，質問の全 11 項目の内，4 項目をピッ

クアップした． 
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表 1 質問の一部 
質問 1：大学の教員や職員とあなたの連絡方法で，どの

ような手段があなたにとって都合よいですか？（複数

選択可） 
学生 A ポータルサイト．メール 
学生 B メール 
学生 C LINE 等の SNS, メール 
学生 D LINE 等の SNS, メール 
学生 E LINE 等の SNS, メール 

 
質問 2：大学の講義など大学生活全般について，そのサ

イト上で質問と連絡ができる． 
学生 A 必 要 
学生 B 必 要 
学生 C 必 要 
学生 D 必 要 
学生 E 必 要 

 
質問 3：そのサイト上で，合理的配慮の新規申請や変更，

停止ができる． 
学生 A 必 要 
学生 B 不 要 
学生 C 必 要 
学生 D 必 要 
学生 E 必 要 

（質問 4～7 は省略） 
質問 8：講義を休んだ際，代替課題をそのサイト上で確

認し，提出物のアップができる． 
学生 A 必 要 
学生 B 必 要 
学生 C 必 要 
学生 D 必 要 
学生 E 必 要 

（質問 9～11 は省略） 
3.2 分析 
都合の良い連絡手段として，全員がメール，そし

て半数以上の学生は LINE 等の SNS と回答している

（質問 1）．なお，既存の大学ポータルサイトは，教

職員から学生への一方的な連絡しかできない理由に

より，選択の少なさに反映されている．それ以外の

質問に関して，今後予定する Web アクセシビリティ

計画に必要な機能を質問したところ，学修全般につ

いて Web 上で質問や相談ができること（質問 2），講
義を休んだ際の代替課題を Web 上で確認や提出で

きること（質問 8），また，合理的配慮の手続きや変

更等ができること（質問 3），この 3 つの機能につい

て，ほとんどの学生が必要と回答している． 
これ以外に注目する回答として，「匿名で相談でき

る」機能を希望する等，質問や相談の充実を重要視

する学生が多いことが判明した．他大学の調査結果

でも障がいを持つ学生に対して，最も必要な支援と

して，学修や大学生活等の個別面談が最も重要と回

答した教員が多いこともマッチングする(3)． 
3.3 考慮すべき課題 
 アンケート結果より，導き出されたのが次の 3 点

を課題として Web アクセシビリティ計画を進める． 
(1) 匿名性を重んじる相談は Web をベース 
(2) 各学生の個別相談や手続きは LINE をベース 
(3) 教員の業務負担を考え AI チャットボット活用 
 
4. AI チャットボットの計画 
図 2 はアンケート結果より導き出された考慮すべ

き課題，匿名性を重んじる相談について，Web ベー

スで AI チャットボットを組み込んだ場合の UI デザ

インである． 
この Web アクセシ

ビリティの特徴は，匿

名性を維持するため

ログイン機能を設け

ず，学生であれば誰で

も質問できるよう対

象者を広げているこ

とです．常にアバター

（ロボット）の「こち

らは匿名で何でも相

談や質問できるチャ

ットボットです．」と

トップに表示し，学生

は気軽に質問等が可

能です．学生が担当教

員と直接連絡を希望

する場合は，下段に

「担当先生にコメン

トする」ボタンを表示

させ，学生が連絡フォ

ームに質問内容を記

入できるようにする．   図 2 UI デザイン 
 

5. おわりに 
今後，全学生対象，視覚障がい，聴覚障がい，肢体

不自由，精神障がい，発達障がい，それぞれの特徴

的な質問事項(4)を踏まえ，AI チャットボットに質問

文と回答文を登録していきシステム構築していく． 
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